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Scheme 1. Sonochemical degradation mechanisms of BPA under oxygen and argon
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1. 序論 
  近年、人体や環境に有害とされる化学物質の存在が社会に大きな警鐘を鳴ら
している。特に、生物のメス化等で問題視されている内分泌攪乱化学物質(環境ホ
ルモン物質)は分解されにくく、従来の処理方法に限界を生じてきている。簡便で
クリーンな分解浄化技術の開発が求められている中、超音波分解法は実用化に向
けて研究が進められている。水溶液中への超音波照射によって生じるキャビテー
ション気泡は、断熱圧縮により圧壊時に数千度、数百気圧の極限場になる。この
過酷な環境が化学物質の分解を引き起こしている。また気泡内で発生したOHラジ
カルも同様に、難分解性物質を分解することが可能である。実際、超音波を用い
て様々な汚染物質の分解例が報告されているが、その分解機構は明らかでない。
2. 目的 
  本研究では、数種の内分泌攪乱化学物質の超音波分解操作を行った。その際、
溶存ガスを換えることで分解速度にどのような影響があるかを調べた。また、ビ
スフェノールA(BPA)に関して、超音波分解における中間生成物と最終生成物質の
同定を行った。それらの結果と他の反応とを比較し、分解メカニズムを解明する
ことを研究目的とした。  
3. 実験と結果 
  ビスフェノールＡ(BPA)、p-クロロフェノール(p-CP)、2,4-ジクロロフェノール
(2,4-DCP)、4-ニトロトルエン(4-NT)の４種の分解対象物質を超音波（周波数：500 
kHz、水温：20℃、溶存ガス：酸素、アルゴン）で分解した。分解速度定数を比
較したところ、4-NTのみがアルゴン下で分解が速く、基質によって溶存ガスの影
響は異なった(Table 1)。またBPAの分解では、アルゴン下では生成しない酸素特
有の中間生成物を確認、同定した。他の反応との比較から、その物質がOHラジ
カルによる寄与で生成したことがわかった。また、最終生成物質を測定したとこ
ろ、酸素下ではCO2まで効果的に分解されることがわかった。一方、アルゴン下
では少量ではあるがCH4の生成が確認できた。酸素下ではOHラジカル分解が、ア
ルゴン下では熱分解がそれぞれ支配的であることが考察された(Scheme 1) 
Table 1. Comparision of rate constant [h-1] 
 Oxygen Argon 
BPA 2.6 1.2 
p-CP 0.9 0.6 
2,4-DCP 1.2 0.5 
4-NT 1.3 1.7  
 
